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ク語の子音(そのー)

1.1.序

木論では現代デンマ【ク標準語(以下「デ語」と略す)に邦ける閉鎖音

音素(=基底セグメント)/P, t, k, b, d, g/とその音声的実現形につい

て,これらがデ語子音音X鯱倫の中でどのように解釈されてきたかを順次追

いながら検i村'していきたい。このd・ルこ,特にとり上げるのは音節末/d/

の実現形に関する解.釈,それに関連する阿引ヒ1,「無声化_1等の問題であ

る。本論では形態音韻規則は休系的には扱わず,それらの規則が有効に働

くようにするための基本語形の設定を目標とする。基本(語)形とは,共

時形態音韻論的に非屈折,非派生,非合成の語形のこととする。ただし,

動詞不定詞形は不定詞語尾・e(/9ハを伴うものも伴わないものも基本形と

みなす。派生形とみなす語形も必ずしもデンマ【ク語,特に近世以後のデ

ク語に戈いて造られた派生形とは限らない。すでに古ノルド語の時ンマ

代忙派生形となっているもの(V記rdigく-V記rd)とか,外来語 akkord-

akkordere のように各々別々に佶入されたものとかも含む。つまり母語話

者がごく自然に派生形というか関連形として認め得るものはとり入れる。

これは今までの音韻論者のとってきたやり力でもある。

この他,術語,音声記号などについて, 三断ってオ6きたい。まず,^

通常の綴字による表記であるが,綴字と閉鎖音音素の記号が一致するとき

とか,音素を決定していないときとか,音声記号表記の煩雑さを避けると

きとかに用いる。次に,「強母音」(fUⅡ VoweD というのは Shwa 以外

の母゛音のこととするが,必ずしも強強勢をもつわけではない。音声記号は

間
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大筋に邦いて IPA を用いるが,印刷の便宜などを老えて,一部 IPA 以

外の記号を用いる:[r]=1PA [B〕,[1コ=1PA [D, a,<],[']=stφd。

なオ6, st血邦よび強勢記号〔1],〔1]を通常の綴字中に示すこともある。

〔十Voice]:/b,基底素性に関し,もっとも重要なものは次の通り

d, g, V, j,1, m, n, r/,[-voice]:/P, t, k, f, S, h/;[十Sonorant]:

/1, m, n,r/.この他の素性で関与的なものは船.で示す。

1.2.閉鎖音音素の基本的実現形

閉鎖音音素の音声的実現形はUlda11

うになるというのが定説となっている

一子音,1=弱音節頭, N=音節末)

(1936)以来,基本的には次のよ

(1=強母音を含む音節の音節頭第

d-

/P/

/V

/k/ g-g-

[P,t, k]と記した音は無声有気軟音,[b, d, g〕は無声無気軟音であ

る。したがって,より精密な IPA 表記では各々[b , d , g ],[b, d,
0 000 0

g]となるが(cf.拙論(1973)),本論では[P, t, k],[b, d,創を用い
0

る。その理.由は①[P,t, k]と[b, d, g]は音声的には「有気性」(aspi-

ration)によって対立するが,音素的には(=基底では)「有声性」(voice)

の対立とみなすこと(これは通時的,共時的音韻規則設定邦よび説明のた

めに妥当である),②音素記号(邦よび綴字)と音声記号の一致度が高い

こと,は)ダニア(=デンマーク式)音声記号に一致する,④印刷上便宜で

あること,などである。[δ]は UldaⅡが記述した時代のデ語,つまり,

現時点でいえばかなり年輩の世代の言語で用いられる軟口蓋有声摩擦音で

ある(cf. Andetsen (1954,347); Brink/Lund (1975,284{f.))。現今

/b/

/d/

/創
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ではこの音は用いられず,[i, U]またはゼロ(条件変異音)となるが,

これは本論でとり上げる音韻規則よりずっと後の表層突現形に近い時点で

とり扱われるべき規則によるものなので,本論では[荷のままで用いる。

さて,/P,t, k/と/b, d,創が音韻的に対立する位置は,まず第一に

強母音を含む強音節頭の第一子音となるときである。この場合,対立は音

声的にも閉鎖音[P,t, k]対[b, d, g]となるが,音声的に閉鎖音によ

つて対立が実現されるのは原則としてこの位霞に邦いてのみである

Idat

glat gro

[P] Pur

[b]: bur

[t] tur

[d]: dur

kur[k]:

[g]:

PeⅡe

b記11e

P記re

b記re

t記Ⅱe

5

d記Ⅱe

/P/: parlく

/b/: bark

Passe

basse

t記re

g記11e g記re gasse

k記re kasse

gny

/t/

/d/

b記kke

Plade

blade

t碕kke

kjortel

gjotde

d記kke

k記kke

g記kke

tom

knykro/k/:

/g/

Prik

brik

dom dr記ne

tr記ne

ked

ged

Pj記kke

bj記lke

次に,音節末では/P, t, k/と/b, d, g/は各々[b, d, g]と[b,6,

可で対立が実現される(stφd[口を表記してある母音は長母音,その他

は短母音)

tV記rs tjene

dV記rg dj記Vel
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gane
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/P/[b]:

/b/[b]:

/t/[d]:

/d/[6]:

/k/[g]:

/g/[る]:

tap

ta'b

hop

h之'b

mat

mad

dok

(dog)

強母音と Shwa の間に現れる閉鎖音音素は次のよらに実現されると言

われる(語例はいずれも単形態形;強母音の音長は,1=長母音,2=短

母音,3 =短母音(/P, t, k/),長母音(/b, d, g/)

gut

gud

Pr記'k

Pr記 g

nlp

kne'b

In記t

med

kV記k

kV記'g

hage

[b]: proper

[b]: sober

[d]: note

[6]: node

[g]: pr記1くe

血]: pr記ge

1 2

rlppe

Tibbe

これらの実現形は前述の単音節形末の実現形と同じである。それ故,「母

音間の一個の子音は,強母音と Shwa の間に現れるときには,原則とし

て先行音節の音節末子音となる_1,と言われる(cf. BasbφⅡ(1972a,194;

1973a,25 ; 1974,72))。

上例に示したように,音節末母'音後では/P/と小/の対立は中和され両

者とも[b]で実現される(これについては§1.5.で述べる)。一方,/t,

k/対/d,創の対立は保たれるが,その対立は音声的には閉鎖音対摩擦

老部こよって実現される。

rette

tappe

tabe

3

redde

hoppe

habe

Iytte

Iyde

kokke

Putte

Pude

haldくe

1くoge
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この他の場合については順次述べるが,この音韻解釈の特徴はまず第一

に閉鎖音音素の実現形として音声的に閉鎖音のみではなく,摩擦音も含む

ことである。このことは通時的音変化の特徴を如突に示すもので,この音

節末というか語中,語末の弱位置での「閉鎖音の弱化」こそデンマーク語

とスウェ【デン語の分化を特徴づける音変化のーつと言われている。/d,

創が弱化するのに対して/b/は弱化しないかのようにみえる。たしかに

現代語に邦いては/b/は(一般に)弱化しない。しかし,通時的には/d,

創と同様の弱化を経ているのであるが,/b/の場合綴字も音素もすでにV

とか f に変化しているのである(この通時泊くJ弱化については拙論(1978a)

を参照されたい)。

上述の場合に関する限り, uldaⅡ以来の閉鎖音の解釈は通時的にも共

時的にも明瞭であるが,これで全てが解決したわけではない。特に/d/

の音節末実現形については,未だ半分しか明らかになっていない。形態音・

韻的交替を考態すると,/d/の音節末実現形は基本語形中で[δ]ばかり

ではなく,ゼロ(=無音)も[d]も認める必要が生じてくる。この中心

的な/d/の問題は§2.で扱うことにして,まず閉鎖音全体に関する子音

述結と音節末の[b]についてみてみることにする。

7

1.3.頭子音迎結中の閉'迷音

閉鎖音音素が音節頭第一子音にならない場合というのは/S/の後で第

二子音になる場合のみであるが,こ.のときは/P,t, k/と/b, d, g/の

対立は中和され,[b, d,創となる

[sb]: spark (CP. park [P], bark [b]),

SP肌de (CP. pande [P], bande (V.)[b]);

[sd]: sta (CP.捻[t], da [d]),

St記kke (CP. t記kke [t], d記kke [d]);

[sg]: ska丘e (CP.1くa丘e 〔k], ga丘el [g]),
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SP-, st-, sk一綴りの P, t, k は英語などでは各々/P, t, k/と解釈され

ているようであり,デ語でも Vestergaard (1967)は/P, t, k/,すなわ

ち/SP, st, sk/と解釈しているが, BasbφⅡは/sb, sd, sg/と解釈して

いるようである(cf. BasbφⅡ(1973b,113))。筆者も次の理由から/sb,

Sd,sg/と解釈する:すなわち,音節頭子音連結は最高三子音連結である

が,いかなる場合にも第二,第三子音は基底では「有声」の子音である

二子音連結:/sb, sd, sg ; SV, sm, SI, sj; tv, kv, gv ;(pn),1くn, fn gn;

PI,1d, a, bl, gl, VI; pr, tr, kr,丘, br, dr, gr, vr; pj, tj,1くj, fj, bj,

dj, gj, vj, mj,(nD,1j/;三子音連結:/sbl, sbr, sbj; sdr, sdj; sgv,

Sgl, sgr, sgj/。 sf一綴りの語は Sf記re, sflnkS など二,三の外来語に

しか現れないが,これらの Sf一は通常[SV]と発音され, SV-[SV]と発

音上区別はない(Aage Hansen (1971,159))。したがって,たとえぱ

Sf記re と SV記re は同音異義,音素的には両者とも/SVε:ra/となる。

(/P, t, k, f, S/(=[P, t, k, f, S])の後の有声子音状音が大なり小なり

無声化される現象(cf. AndeTsen (1954,341丘.)はずっと後の最終的

実現形(に近い)段階の規則によるものである。)

Sk記nde (CP. kende [k], gende [g]).

1.4.尾子音連結中の閉鎖音

尾子音連結中の閉鎖音の中,/P,t, k/の方は明暸といえるが,/b, d,

創の方,特に/d/は種々の問題がある。これは形態数(単形態か複形態

か),音節数(単音節か複音節か),音節境界の位置など形態音韻的に中心

的な事柄がからんでくるからである。

しかし,その基礎となるのは当然ながら単形態単音節形であるので,ま

ずその場合をみてみよう。な浦,本論では動詞命令形に現れる特殊な(基

底で例外的な)連結はとり上げない(cf. BasbφⅡ(1970))。

ゆ,t, kノは各々〔b, d, g]の形で次の連結に現れる《1)=母音直後の



第一子音として;②=第二子音として)

m記lk

b記lg

①/PS, PV;(2)

(])/ts/;(2)/jt,

住)/ks, kv ;(2)

ゆ, d,創の方は次のようになる。/b/は子音連結に参加しない。/d,

創は第一子音としては現れない。第二子音としては,/g/は/1,r/の

後に[る]として現れる(uldaⅡ(1936,56))。(この他,/g/は/n/の

後にも現れ, m創は[司]で実現される(ulda11,i6id.))

/rp,1P, mp, SP/;

rt, vt,1t, mt, nt, st,丘, pt, kt/;

/jk, rk,11<, nk, sk/.

/k/

/g/

[g]:

邸]

/d/は Vestergaard (0つ. Cガ.)によれぱ第二子音としては現れないこ

とになるが,本論では形態音韻変化を老慮してゼロまたは[d]の形で現

れると老える。これは大きな問題なので翻.でとり上げる。

全休として,ゆ,t, k/にくらべゆ, d,創の尾子音連結への参加は少

ない。複形態単音節形を加えてみても,名詞所有格の・S (/S/)を付加し

た/bs, ds, gs/,形容詞単数中性語尾一t qv)を付加した/bt, dt, gt/

が加わるに過ぎない VdV は同化により[d]で実現されると老えるが,

Vesterga雛d は/dt/を認めていない)。この他,解釈次第で酬J詞過去分

詣ル吾尾・t (/t/)を付加したときの/bt, dt, gV も認め得るが(cf.§1.

5.),たとえこれを認めても子音連結の数は増えない。

単形態単音節形に邦ける三子音連結には,ゆ,t,1V は参加するがゆ,

d, g/は参加しない:/jst, rst,1St, mst, nst, vst, kst, rps, rts, n1器, rft,

Ift,1kt/。

上述の事実は,音節末位置での閉鎖音の阿引ヒ」がたしかにデ語に特徴

V記tk kork ark

dV記rgsorg arg

9

ta11<

talg

Valk

Valg

/
/
/

/
/
/
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的ではあるものの,たとえぱ,ドイツ語などに典型的に現れる語末閉鎖音

の無声化と同様の現象がデ語にも十分存在することを示唆するものといえ

よう。このことは,汰節以下に述べる音節末第二子音としての/d/の実現

形の問題とも関連するものと思われる。

1.5.音節末の〔b]:

§1.2.で/P/と/b/は音節末ではともに[b]で実現されると述べた。

この[b]は/t, d, k, g/の音節末実現形とくらべてみると,明らかに

/t,1V の実現形[d,創と同じ音類に入る。それ故,音節末[b]は/P/

の実現形であって,小/は音節末には現れないという考え力もある。通時

的な/b/の弱化については前述(cf.拙論(1978a))の通りであるが,

現代語において,形態音韻的交替を考慮して音節末[b]は次の理由から

やはりゆ/オ6よびゆ/の実現形であると考えたい。

動詞不定詞 kφbe [kφ: b9], 1Φge [10:る0]の過去形 k血te [kφbdo],

kogte [1仏gd9],過去分詞形 kφbt [kφb司, kogt [1仏gd]の[b,明~

〔b, g]の交替に邦ける音節末[g]は八V の実現形と解釈し,不定詞形の

/b,創([十Voice])は屈折形で/P, k/([-voice])に変化すると考え

たい(この老え方は拙論(1976;1978b)のそれと部分的に異る点がある

が,これは簡単には述べられないので,別の機会にとり上げる)。この場

合,強母音の音長と後続閉鎖音の有声性が相関関係にある蓋然性がある

(cf.拙論(1釘6; 1978b))。

次に,主として外来語系の語粂に現れる現象であるが,次のような形態

音韻的交替がみられる

音節末

[b]

filanlttop

Sta'eolskop

/P/

弱強勢音節頭

[b,(P)]

filanltropisk

Stereo}skopislく

強強勢音節頭

[P]

filantrolpi

Sta'eoskolpi



/b/

[b]

hydrolfob

これらの場合,強音衡1頭では/P/対/b/が[P]対[b3 で尖現される

ので,音節米の[b]は基底/P/のみではなくゆ/からも派生するど昇

釈するのが妥当であろう。

形態音級的交轡がない場合には,音節末[b]が/P/か/b/かの決め

手はない。前述の kφbe ~ kφbt(e)などの母音音長と後続閉鎖音の有声

性との相関関係を老忠すると,1ap, 1ab [1ab], rippe, ribbe [rεb9]な

どの[b]は綴字には関係なく全て/P/の実現形と老えられよう。先行母

音が長母音のときは,[b]は/b/の実現形の可能性がある: h北[hコ:b],

1〕abe [ho:bき], tab [t記:b], tabe [t記:ba](CP.1〕OP [h<b], hoppe

[h<b司, tap [tab], tappe [tab9]), sk記bne [sgε:bn9],記ble

[ε: b1ヨ].

以上の三つの点から,音節木[b]は形態音韻的交替がある場合もない

場合も,/P/オ6よび/b/の突現形であると解昭ぐすることにする。

[b]

kubisk

[b3

hydrofolbi

kulbik-

Ⅱ

2.1.音節末第二子畜としての/d/

§2.2.以下でとり士.げることは,/d/がゼロで尖現される場合(「潜在」

のノd/)と[d]で突現される場合((顕在」の([d]=)/d/であるが,

単音節形木の[四に関しては rd を除き捻とんどとり扱われてきていな

い。多音衡5形中の母音寸司子音群の音節分けについては, BasbφⅡ(1972a;

1973a; 1974)によって大いに検討されている。彼によれば(以下,

BasbφⅡ(1974,72オ6よび87丘.による),磁音闇子音群は次のように音節

分けされる:原則住):母音間子音群は可能な語頭オ6よび語末子告(述

察めに分けられる;原則②:仕)に反しない限り,母音問子音(群)の

音節境界は後統・竒節'が強母音を含むならもっとも左側に, SI〕wa ならもっ
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とも右側にいく(cf.§1.2.の Shwa の前の単一子音の伊D。これに加

えて彼は,原則②に対する例外原則を立てる(以下,これを原則例外(2a)

とする):子音連結の第一子音が基底有声継続音または鼻音で,第二子

音が/g/以外の閉鎖音である場合には,これら閉鎖音の前に,/創では

それの後に音節境界が来る(=は音節境界)

Iam=pe, jam=be, plom=be,

k記n=tre,記n=dre, V記r=ten, ver=den,

mal=ke, V記r=ke, alg=e, V記rg=e,記rg=re.

この原則例外(2a)は/創以外の閉鎖音に適用されるとはいうものの,

彼の音節分けの意図のーつは/d/の処理にある。音飾末での阿剥ヒ」を

大前提として,彼は,「潜在」の/d/は原則②によって音節末子音,「顕

在」の/d/は原則例外(2a)によって後統の音節頭子音となるとする。

しかし,②によるか(2a)によるかの音韻的動機は明らかではないし,こ

れらの原則は経験論的に必ずしも適切ではない(cf. Molb記k Hansen

(1979)の批半ID。その上,彼の原則は単音節形に邦ける顕在の[d]の処

理には役立たない。単音節形では音節境界を利用することはできないから

である。

それ故,以下では主として単音節基本形を用いて/d/について検討し

ていくことにする。ただし,厳密には単音節形ではないものも一部含む。

それは語末音節が強強勢をもつ外来語である。なオ6,§2.2.以下の各節で

扱う音声形が/V,/d/あるいは別の音素に属すか,示差的素性は何かと

いった最終的解釈は船.で行うこととし,細.ではいくつかの解釈可能性

を示すだけにとどめる。

2.2.「潜在」の/d/:

珊elmslev (1951)によれば,たとえぱ基本形 held [hε1'〕, mand



〔man'], V記rd 〔Vε・'J]の d は発音されないが,この d は音素的には

/d/であるという。なぜなら,これらの基本形にたとえば形容詞派生辞

-ig ([-i])を付した派生形では各々, heldig [hεldi], mandig [mandi],

V記rd地[Vぬdi]となり,[d]が現れるからという([d]は後続音節頭へ

移行する)。このような場合,基本形 held, mand,V記rd に音声的にはゼ

ロ(=無音)で実現される「潜在」の/d/を認めて邦かないと,派生形

の[d]を導く妥当な根拠がなくなることになる(cf.フランス語: petit-

(e)[pati(t)], bas(se)[ba(:S)], b1伽d(e)[b1う(: d)] etc.)

珊elmsleV は「潜在」子音の/V/も認めるが,木論では閉鎖音/d/

に集中することとして,彼が潜在の/d/を認める根拠は派生形に現れる

[d]のみによるのではない。たとえば,(a) vel [Vε1], man [man],(b)

held [hε1'], mand [man']をみてみると, stφd は(a)では起っていな

いが,(b)では起っている。子音の上または後に起る Sψd は基底有声子

音(が音声的に有声継続音または鼻音で実現されるとき)に起り得るが

(cf.拙論(1976,フ)),当該基底子音の後忙もう一個基底子音が来ない

と起り得ない。つまり,(a)の音節末〔1, n]は単一子音/1, n/である故

Stφd が起らないが,(b)では[1, n〕の後にもうーつ子音があるので[1',

n']となるという(CP. hal'S, hal'm, kan't, dan'S)。(b)の場合のもうー

つの子音は前述の/d/である。このように考えると, tal [tal], hal

〔hal,]などは各々/tav,/halV となろう(cf. Basbφ11 (1972a ; 1972b);

拙論(1976))。

さらに, Hjelmslev (0つ. cit.19)は, synd [Sφn'],1φn [1促n'], Sφn

[S鴨n]のような前舌円唇短母音十鼻音の場合では,[血']をもつ形は

md/(潜在の/d/)をもち(synd十ig [S血di]),〔鴨n']は mn/,[鴨nコ

は m/と解釈すれば,鼻子音(十子音)の前の前舌円唇短母音は一個の

基底音素に還元できる可能性があると述べている。 BasbφⅡ(1970,191;

1971,190f.; 1972b,1のも同じ考えをしている。

いずれにせよ,珊elmsleV のいう「潜在」子音はまさに生成音韻論など

13
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でいう基底子音・に他ならない。

ところで,-1d,-nd,-rd の単形態単吾節形で d が発音されず,そして

[d]が現れる屈折形とか派生形を現存の語形としてもたないとき, dを音

素的にどのように扱ったらよいであろうか(以下,これを「黙字」のdと

呼ぶ)。-rd は一ld,-nd とは事情が異るので§2.6.で別に扱うことにし

て,ここでは一ld,-nd 形のみをみてみる。たとえば, hold, vold (暴

カ), hand, and はいずれも語源的に d をもつ。この中, hold, hand は

・holdig,(母音交替を伴っく)-h記ndig の派生形中に[d]が現れるので

基底に/d/を認めるべきであるが, vold, and の d は黙字である。ま

た,次の例では全て語源的にはdをもたない(語源的には,音節末子音は

住)では単一子音・,②~④では同一重子である)

Ven [Vεn]

Pen [Pεn']

Svend [SVεn']

tal [tau

hal [hal']

Stald [sda]']

fald [fal']

Vel [Vε1]

Skel [sgε1']

fjeld [fjε均

held [hε1']

Spand [sban']

Inand [man']

Skln [sgen]

Skind [sgen']

Sind 〔sen']

man [man]

①は前述のように Stφd が現れないので音節末子音は一個ということにな

ろう。④は Sψd が起ること,-ig 派生形容詞などに[d]が現れるので

/1d, nd/となろう。②は同一重子音/11, nn/とみなすが,音声的には同

一重子音はないので,この基底重子音は Stφd 予測規則のために他ならな

い(cf.拙論(1976))。問題は侶)で,これらの語形は Stφd をもっので錦

一子音/1, n/の後にもうーつ子音があるはずである。 Hjelmslev (0つ.

D
 
の
の
●

D
の
御
心



α't.23)は③のような語形は住)と同様/1d, nd/と解釈しているが(cf.

前述の前舌円唇短母音の解釈),②と同様に同一重子音とみることもでき

る。

以上,§2.2.で述べた基本形に関する限り,音節末/d/は/1, n, r/の

後ではゼロで実現される。これらの単音節基本形の後に Shwa で始る屈

折語尾あるいは派生辞が付加された場合でも,また(§§2.3.-2.6.で扱う

もの以外の)/-1d,-nd,-rd/十Shwa の多音節基本形でも/d/はゼロで

実現される。潜在の/d/が[d]として現れるのは一ig 派生形容詞のみ

ではないが,単音節邦よび複音節の基本形で淋在の/d/をもつと考えら

れるものの中,-ig 派生形容詞で[d]が現れるものを挙げてみる:ene-

V記lde, fald(田, fold(e), fyld(e), f記lde, held, hold(e), silde

(adv.), skyld, tilf記lde; besinde, fynd, grund(地面), hand, mand,

Sind, synd, vand, ynde; f記rd, V記rd,(この他,「擬似派生形」ーこ

れらの形容詞忙対応の、基本形'がデ語語・染中にみられないもの(主とし

て外来語): gevaldig, gyldig, uvildig, V記ldig; anst記ndig, bestan-

dig, elendig, myndig,ιh.,ιtc.; ih記rdig.)

/-1d,-nd/十Shwa の多音節基本形は,音節分け原則②にしたがって/a/

の前で音節分けされるとすれぱ,単音節形の場合と同じ規則を適用でき

る。

つぃでながら,黙字の dの例を示すと次のようになる:-1d,-nd (十

Shwa)の基木形の場合(-rd については§2.6.でとり上げる):(n.)

fjeld, ild, Rald, told, uld ιtc.;(a.) bold, huld,1くold, mild, vild

ιtι.;(n.) bj記lde, hylde, kilde, n記lde, skulder etc.;(V.) h記lde,

kalde, melde, SIく記lde, spilde ιtc.;(n.) and, bind, hund, svend,

and ιh,;(a.) blind, ond, rund, sand, tynd ιtc.;(n.) bonde,

ende, hinde, kvil〕de, pande 4tc.;(V.) bande, binde, h記nde, kende,

Skynde ιtc.

15
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2.3.

/1,

/1, n, r/以外の子音の後の[d]:

n,r/以外の子音の後に[d]が現れることがある

[i(')d]: S1φjd [S1<i'd], guide [gaid];
..、 '.、、

[U'd]: h記Vd [hεU'd], haud[h<U'd,1〕au'd],1aud[1<U'd,1au'd];
..、 ー^一■.、

[ずd]: smaragd [sma、'aずd],1記gd [1εずd,1ε:るd];

[gd,る'd]: bygd [bygd, bw'd].

2.4.-1d :

-1d の d が[d]となるのは bold [bAI'd](ポール,球)の一語のみ

である。これは本来語である(CP.同義の balde [ba19])。そして, bolt

この中, guide は英語, haud,1aud, smaragd はラテン語, S1φjd はス

ウェーデン語からの借入語である。 vestergaard (1967)はこれらの d を

/t/とし,述結は各々/jt/([i(')d]),/vt/([U'd]),/kv ([bygd]),
ー.、

忽V ([bw'd],[1εずd,1ε痴d])とする。第一子音の解釈には問題はな

い。第二子音の/t/の解釈については,たしかに上例の d ->[d]と, t

(=/t/)ー>〔d](dφjt, f1φjt, sprφjt; magt, digt, agt, akt, takt, selくt

e此.)と発音上の相異はない。形態音韻的な交替もない。しかし,末尾位

置で弱化ではなく「無声化」が起ると解釈して,/d/は音節末第二子音と

しては[-sonorant]の子音(/1, m, n, r/以外)の後では[d]となる,

とすることもできょう。ただし,/d/と解釈した場合,この位置での/d/

と/V は音声的に中和することになる。

/ヨ/に終る多音節単形態形で d=[d]の語には次のようなものがある

arbejde, bebTejde, drφjde, fejde, gelejde,1ejde, 1ejder, spejde;

hφfde;翁よび h記Vd より派生'の h記Vde (V.)オδよび(疑似)派生形の

hφVdlng。これらの[d]は音節分け原則例外(2a)を用いなくても,つまり,

②を用いても,単音節形と同じように処理することができょう。



[b<1'd]という(低独語からの借入)語と同音異義である。この[d]が

/d/から派生するとする積極的な理由はみつからないが,閉鎖音全休の異

音分布から/dノの可能性はある(これについては綿.で述べる)。

Hjelmslev (0つ.ιit.23)は bold の d を/t/または/d/としてぃる

が,その理由ははっきりしない。

2.5.-nd :

・nd の d で[d]となるのは全て音韻的に外来語らしい外来ミ吾である

addend [a'dεn'd], band ((ジ、ズ)バンド)[b記(:)nd], blond [b1<n'd],

(happy)印d [(1habi)i血四,(week)印d [(,W'i(:)g-,'VI(:)g)1飢d],

[(1Wi(:)ー, 1Vi(:)g)εn], konfirmand [k<nfi.1'man'd], sekund [selkon'd],

Vagabond [vagalb<n'd].

音纓的に外来語らしい外来語といシ意味は次のようなことである:合成

詔ではないにもかかわらず,弱強勢音an中に/θ/でない伺音が現れくい

る;多音節形の場合,強勢が語末音節に圃かれている;単音節形末の m/

が子音に後統されているにもかかわらず, stφd をとらない場合がある;

木牙鯖吾には現れなしΥ音節頭の[W]がある,などである。

語源的または三宍獣的な意眛での"本来語"に邦ける一nd の d は少くと

も単音節基木形では兆音されない。§2.2.で示した一nd の d は派生形で

[司が現れるため/d/とすべき場合(mand(十ig), vand(十ig), sind

(十ig), synd(十ig),ιtc.)と, d は黙字であるが Stφd があるため/nn/

または/nd/という二子音迎結とみなすべき場合(spand, sldnd, svend

etc.)とがあった。

この点で本飾に示した外来i;'の nd の[d]は本来詔にオ6ける/d/の

ふるまいと明らかに異る。これらの外来語の中,対応の派生形からみて

[d]が/d/の実現形であるとみなし得る語が三語ある: blond (a.)ー

blon'dine (n.), se'kund (n.)-se]くUnldere (V.), selくUnld記r (a.), vaga-

'bond (n.)-vagabon'dere (V.)(ただし,デ語に入ってからできた派生形

17
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は Vagabondere のみである)。その他の四語(addend, band, end,

konfirmand)では[d]が/dノの実現形であることを示し得る派生形な

どはみられない。

これらの[d]は次のように解釈されよう:住)全て/d/とする([十

foreign]とする);②全て/t/とする(派生関係を認めない,そして,

"派生形"の方は/d/とする),侶)派生形のあるものは/d/とする([十

foreign]とする)が,派生形のないものは/t/とする。なお,/V とし

ても/d/としても, band, end に Stφd がないことは有標化されなくて

はならない(この band, end も後述(§2.6.)の Stφd のない 10rd,

rekord, standard, steward も英語からの比較的新しい借入語である)。

/ヨ/の前の nd に関して, nd が[nd]となるのは全て外来語の名詞で

ある

(基本形): bande (n.), beau-, demデmonde, blonde (n.), fender,

ge11inde, grande (n.), guir11ande,1elgende, roltunde,

runde (n.), salalman'der, sonde, tender;

(基本形弱強勢位置): kande'1a'ber;

(合成形(?)弱強勢位置): bande、'ole;

(複形態)(種族・民族名等):in'der, olelan'der, ven'der, utan'ー

det.

これらの中,1egende, sonde,(複形態) inder, vender, ugander など

の関述形または派生形は/d/の音節頭実現形としての[d]をもつ:1e-

genlda'rislく, sonlde're, in'disk, ven'dislく, ulgan'disk. BasbφⅡによれ

ば,上に示した多音節形では音節分け原則例外(2a)によってnとdの問に

音節境界が来ることになるが,原則②を用いても単音節形と同じょうに処

理することも可能であるはずである。



2.6.-rd :

-rd の d がゼロとなるか[d]となるかは先行母音の長さによる:すな

わち,-rd の前の基底配音が長ければゼロ,短ければ[d]となる(Ba-

Sbφ11(1972a,202; 1972b,12))。この解釈の場合,本来語か外来語か

は直接には関係しない

(D d=ゼロ

/ε:/([ε:]): f記'rd,

/0:/([0:]): bo'rd,

/コ:/(/コ: r/=[D :])

/a :/ qa 証ソ=[a :])

(ii) d =[d]:

/i/([ i]): hlr'd ;

/ε/([ a]):1記r'd ;

/y/([y]): byr'd;

/U/([U]): absur'd;

/コ/(/コ.1ソ=[D :(')]):1〕jor'd, a,kkord,1仇'(')d, relkord ;

/a/ V雛ソ=[a:(')]: balstar'd,1eo,par'd, 10mlbar'd,10ngo-

Ibar'd, mi11iard [mi11a:d, mi11a:], POU11ar'd, stndard,

Steward, yar'd.

SV記'rd, V記'rd (a.), V記'rd (n.);

fjo'rd, gjo'rd, jo'rd, mo'td, no'rd,0'rd;

ga'rd, ha'rd;

bi11ard [bi巧a:,、il.ja:], halsa'rd ;

19

まず,(Dの d がゼロとなる場合をみてみよう。上例中, f記rd, V記rd

(a.), jord, mord, n仇'd, hasard は派生形で[d]が現れる(その場合,

強強勢音節中の母音は短母.音吾素化する): f記rd [fε:司((<ー/fε:r/)~

f記rdes [f五1'd9S](<ーノfa'dos)), V記rdig, jordisk, morder, nordislく,

hassarldere.したがって,これらの語の d は§2.2.で述べたように/d/と

なる。つまり,同一音節中の母音が音素的に長ければ,/r/の後の/d/
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はゼロで実現される。

(i)に属するその他の語のdは黙字なので,/d/の存在を主張できない。

Stφd の存在も/d/の有無とは関係ない。というのは,強強勢をもつ語末

音節中の母音は音素的に長ければ Stφd をとる(CP. bo [b01], bor

[bo:司 VS. boTd [bo:J])。(なオ6, bi11ard の[1bil,jal]発音形の Stφd

は別の条件による。)つまり,/d/が存在することにしてもしなくても正

しい実現形を導くことができる。どちらとも決めかねるが,/d/がないこ

とにするのが音韻論的にはもっとも白然であろう。その点,次に述べる

aDの場合とは異なる。

(1Dの d が[d]となる場合は,この[d]を/d/か/t/のどちらかか

ら派生するものとしなくてはならない。まず,(iD の例中から,〔四が

/V ではなく/d/から派生したものとみなすべきであるとか,あるいは

みなし得ると思われる語からみていくことにする。

まず, hjord [jD:d]を hjort [jD : d]とくらべてみると,前者には

Stφd があるが後岩にはない。[D:, D:]は/コ1ソという二つの音素が融合

して実現したものであるが(cf.拙論(197北)),前者では九ソに Stφd

が起っているのに対し,後者の/r/にはそれが起っていない。その周!山

は次のようになる。基底短母音適後に現れる音節末/r/は,もしそれに

統く子音が音素的忙「無声」子音なら, stφd をとらない(CP. V記rk,

V記rt-V記r'n, bark-bar'n, bar'm, torsk-tor'V)。この規則は変化し

つつぁることは事実であるが(cf. Basbφ11 (1970,39);拙論(1釘4a,

69f.)),全体としては未だその規則は生きている。上例の hjotd の場合

/r/に Stφd が起っているので,/r/の後の d は有声の/d/ということ

になる。ープj, hjort の九ソには Stφd が起っていないので,/r/の後の

t は無声の/t/ということになる。この hjord と同様にハソに Stφd が

起る場合の rd はノrd/ということになろう(hird, byrd, abS磁'd,

bastard, 1eopard,10mbard,10ngobard, mi11iard, poulard, yard)。

さて,次に akkord, rekord, standard, steward をみてみると/r/



に Stφd が起っていない(akkord は仏語から,その他は英語から)。し

たがって,この d は Stφd に関しくは hj0此の t と同じふるまいをす

る。しかし,これらの語と意味的,形態音纓的に関迎する akkordere

[akDlde:<], standardisere [sdandadilse.'<], stewardesse [sdjuwa-

IdεS9]の d は明ら力、に/d/である。(CP. sort (種類)[SD : d]-sortere

[Sがte:<])。 Akkord ιtc.と akkordere ιtι.は各々別仙に借入された

外来語には述いないが,共時音級論では両者の関係を派ι11関係とみなして

よいと思われる(なオ6, 10mbarldere,10ngolbardisk はデ詔でできた派

生形である;これらの嘉"杉の基木形 10mbard,10ngob雛d の[d]は先に

Stφd 生起のために/d/としたものである)。

aDの中,残りは 10rd と rekotd である。 Lω'd の[1Dld]発音形の

方の[d]は Stφd が生起するので/d/とみなすことができる。闇廸は

Stφd 、対応の派生形もない 10rd [1D:d]と rekord である。ただ,

Stφd に関しくいうなら,先に/d/をもつとみなすことにした akkord,

Standard, steward も Stφd をもたない。つまり,これらの三語1こ Stφd

が起らないことは 1、例外」(=外来詔([十foreign])として有標化されな

くくはならない。これらと同様に 10rd と rekord を扱うこと,つまり,

[剣は/d/であるとすることはできょう。あるいは,この二語に限り

[明はノt/であると主張することも可能であろう。

多音節の基本形オ6よび合成形要・素中で一rd が Shwa に後統されると

き, d がゼロとなるか[d]となるかは単音節形の場合の条件と同じとみ

てよい。すなわち,先行強母音カミ音素的に長けれぱゼロ,短かけれぱ[d]

となる。どちらの場合も本来語も外来語もある
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garde, gardelro-

kolkarde, korde,

Vorde;(複形態)

d=ゼロ: g記rde, g記rdesmutte, karde ;

d=[d]: barde, burde, byrde, forlf記rde,

be, gelb記rde, horde, hyrde, indbyrdes,

myrde, orden, ordentlig, torden, verden,

)
)

(
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(民族名): kurder.

なオδ, turde の d はゼロも[d]もある。

これらの中,派生形をもつものもいくつかある。 BasbφⅡは(彼の示す例

は上例のごく一部にすぎないが)これらの多音節形の d を全て/d/と

し,ゼロとなるときは音節分け原則②によって音節末の,[d]となるとき

は原則例外(2a)によって音節頭の実現形であるとする。ところで,単音節

形における条件変異音のゼロと[d]は BasbφⅡ自身の考えである。 shwa

の前の rd の d も単音節形の場合と同じ扱いができるわけで,そのよう

にすれば,音節境界を必ずしも導入しなくても済むと思われる。上例中,

turde の d はゼロ([tu :<])と[d]([tuJda])があると述べたが, A、

仮りに/d/を認めることにすれば, turde は/tu:rda/と/t轍'da/の

二つの音韻形をもつことになろう。(なオ6,拙論(1976,15f.)の/rd/に

関してあいまいな点は本節で述べたように訂正する。)

3.1.まとめ

まず初めに,閉鎖音に関し関与的な素性を示すこと忙するが,基底素性

と表層素性とではかなり相異する点がある。なオ6,この二種の素性表は

BasbφⅡ(1973a)に基づくものである qh/は省略)

基底素性

Sonorant

Continuant

P

Volce

t

art. place

k f

D?

L=[1abia好, D =[dentau, P=[palatau,

V=[velar], U=[UVU]ar].

S b d g

LDVL

十十

▼ r

十十十十

十十十 十

十十十 十十

LPDLD

n)

D?

n
.
]

十
 
L

十
D
十
V



表届素性

Sy11abic

Sonorant

Voiced

aspirated

Sibilal〕t

nasal

Contlnuant

art. place

b d g k s fP t V 6るmnη1

十十十十十

さて,§§1.-2.で述べてきたことをまとめてみると,基本語形における

基底閉鎖音の実現形は次のようになる。

ゆ,t,k/の実現形は比較的飾単に記述できる:強音節頭第一子音とし

ては〔P, t, k],その他の場合は[b, d, g],ということになるが,以下,

/b, d, g/と対比させながらみていくこと忙する。

[1]:音節頭子音として,強音節頭第一子音となるとき,ゆ,t, k/

([-voice])は〔P, t, k]([十 aspir,-voice]),/b, d, g/([十Voice])は

[b, d, g]([-aspir,-voice])となる(§1.2.)。この場合,基底 f有声

性」の対立は音声的には「有気性」の相異によって実現されるところとな

るが,相対的な「強さ」の相異は保たれているわけである。

[2]:音節頭第二子音としては,閉鎖音は/S/の後にのみ現れるが,

この場合,強音節中でも弱音節中でも[b, d,創のみ現れる。これは/b,

d, g/の実現形と解釈する(§1.3.)。

弱苔創5頭子音については明確忙は述べてこなかったが,[3]:原則とし

てゆ,t, k/と/b, d,創の対立は中和され[b, d, g]で実現される。

しかし,[3勺:外来語([十foreign])の強母音(fU11Vowel)を含む弱音

ト +・ト 十十・ト_」_

LDVLDVDLLDVLDVDUU

十

?十十十十十

十十十十十十十

十十十

船

r .1

?
↓
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節頭ではゆ,t, k/の実現形として[P,t, k]が現れることがある。そ

の場合には弱音節頭でも/P,t, k/と/b, d,創の対立はあることにな

る。この[P, t, k]は強音節頭の[P, t, k]とくらべ「気息d はず「と少

ない。したがって,この二つの位置の[P,t,k]の相異は音声的な詳細規

則によって区別されるようにしなくてはならない。いずれにせよ,[釘に

関して全体的に言えぱ,ゆ,t, k/には音声的に「無会い斉化」という一紅

の弱化が起るが,ゆ, d,創の方には顕著な弱化は起らないといえよう

(W北貰音[P,t, k, b, d, g]の音声的性質の詳細については拙論(1973)

を参照されたい。)

音節末では次のようになる。

[4]:/P, t, k/は[b, d, g]([-cont,・voice,-aspir])となる(§1.

2.)。これも「無気音・化」という弱位透での弱化といえよう。

音節末の/b, d, g/は次のようになる。

/b,創の音節末実現形は一定であるが,/d/は第・一子音のときと第二

子音のときでは突現形が異る。したがっく,次の[5]は/b,創に関し

くは音節末全て,/d/に関しては母音直後の第一子音の場合である

[5]:/b/ー>[b]([-cont,-aspir,(-voice)]),

/d/ー>[δ3 ([十Cont,十Voice,(-aspir)]),

/g/ー>[る]([十Cont,十Voice,(-aspir)]).(§1.2.)

(ただし,/b/は第二子音としては実際には現れない。また, mg/は

[η可を経て[η]となる(§1.4))

共時的にはゆ/には「継統音化」という弱化は起らず閉鎖音[可の

ままのため,ゆ/の実現形の[b]と音声約に同じとなる(§1.5.)。

方,/d, g/は音声的に所迷統音化」するため,/t, k/対/d,創の対立

は「継続音性」素性によって保たれる。この場合,[4]の/t,1V も[5]の

/d,創も相対的に弱化しているといえよう。(なお,[θ, X]は標準語には

現れない。)

以下は音・節木第二子音としての/d/に関する規則である。まず,§2.3.



で述べた/1, n, r/以外の子音の後の[四に関してであるが,[6]:/d/

は[-sonor](/1, m, n, r/以外)の子音の後では[d]となる。ただし,

現状ではこの喋境の[d]が/(V であるとしなければならない対応の派生

形をもたないので,この[d]は/V の実現形とも考えられる(§2.3.)。

ここに属する語の中,本牙七語の[d]は[6]→[d]の通時的変化の結果

で,これは「継統音化」とは逆方向の変化,つまり,"強化"ということに

なるが,強化というより「無声化」という方が適切であろう。したがっ

て,この[d]は告節米「無声化」忙よって/t/と/d/の対立が中和し

たものということになろう。

次に,/V,/n/の後での「潜在」邦よび「'顕在」の/d/をみてみよう。

[7a]:本来語([十native]または[-foreign])では,/d/([十dental])

は/1, n/([十dental,十Sonor])の後では「(巡行部D 調音点同化」によ

リゼロとなる(§2.2.)。黙字の dについては後述する。

ーカ,[7b]:外来語([-native]または[十foreign])では調音点

同化は起らないが「無声化」して[d]で実現される(§2.5.の md/)。

§2.4.で述べた木来詔の bold の[d]は/d/の突現形であるとすれば,

音韻的には外来胎([十foreign])とすることになる。また,真の外来語

の中,派生形,屈折形などで/d/だと証明できない[四をもつ add印d,

band, end, konfirmand および多音節形の bande, runde ιtc.の[d]

も/d/とすると, bold もさらには[6]も加えて次のように言えよう

[7司以外の場合,子音の後で/d/は[d]となる。これが真の語源的観点

から不自然であると考えるなら,[釘と bold の〔四は/t/の実現形

とみてもよいが,筆者は次のハ'd/も含め全て/d/と考えたい。(/V

としても/d/としても, band, end に Swd がないことは有標化されな

くくはならない。また, olding の[d]は/d/であるが,この形態音韻

喋境での[d]は例外である。)
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3.3./rd/邦よび/r/の調音点

残るは/rd/であるが,/rd/のふるまいは基本形で/d/が潜在のと

きは[7司の,顕在のときは[7b]のタイプに似ている。ただし,[6]と[フ]

では子音連結の前の母音は短い。今,/rd/に先行の母音音長の相異(§2.

6.)はのけておき,子音/r/の性質1こ烋点を合わせてみよう。九'/の音

節頭突現形[r](=1PA ["]は(口蓋垂)摩擦音であるので,音声的に

は[-sonor]である。一方,現在問題としてとり上げている音節末の[J〕

(1PA [D, a,<])はすでに年輩の世代の言語でも半母音化してオ6り(cf.
".、..、

拙論(1俳4a)),これを[+sonor]どするのは妥当である。基底では九ソ

は後述の規則を有効にするためK [十Sonor]とすることにする。

さて,調音点であるが,音声的に[r],[J]は口蓋垂音([uvular])で

あるが,基底/r/も[uvular]であろうか。/rd/の/d/がゼロで実現

されるとき,/rノは[7a]の/1, n/と類似のふるまいをする。それでは/r/

は[dental]であろうか。

まず,[dentaU である可能性を老えてみることにする。 Basbψ11(1973b)

の音節頭子音結合規則によれば,音節頭では同調音点の子音は結合しな

い。彼は,*/tl-/,*/dl-/,*/srーノが存在せず,/tr-/,/dr-/,/SI-/が

存在するのは/t, d, V と/r, S/の調音点が異るからであるという。

*/sr-/が存在しないのは/S/と/r/が同調音点の子音であるからである

とし,この二音素を"queer dentals"と名づけている。これは音節頭の

場合であるが,音節末では同調音点の子音は十分結合し得る:たとえば

/1t, rs/(cf.§1.4.)。

いずれにせよ,/S/と/r/が一種の[dentaU であるということには

筆者も賛成である。/S/に関しては,たとえぱ形容詞比較級 bedre[bε6r<]

~最上級 bedst [bεSd],不定詞 fφde [fφ:δa]~派生名詞 fφdsel[fφSal]

などの交替をみると,比較級とか不定詞の[6](/d/)が最上級とか派生

形では/S/の前で脱落している。これは丁度/t/([d])の前で/d/([6])

が脱落するのと同じ音韻現象といえよう: fψde~fφdt [fφ・'d], hvid



(a.)[vi:6]~hvidt [vid]。つまり,/d/の脱落は/d/,/t/,/S/がとも

に[dental]であるために起る調音点同化によるものといえよう。/S/が

[dentaU であるとして,/S/と/r/は BasbφⅡにしたがっく同調音点で

あるとすれば,ハソも[dentaU ということになる。/r/は音声尖現形で

は[uvular]としても,玉矧'では/1, n/などと同様〔dentaU であると

すれば,/rd/の港在の/d/は[7a]忙よって処理できることになる。この

場合,語源的な本来語も外来沼、音韻規則のためには「本来語」([十na・

tive])とすることになる。ープゾ,顕在の/d/は[7a]以外の場合,つまり,

[7b]の「外来語」([-n飢ive])ということになる。この音韻的「本来語」

と「外来配刊の区分は ad hoC であると思われるかもしれないが,現実に

はそれほどでもない。§2.6.で示した rd(十Shwa)の例はこの綴字に終る

語形のほとんどを示したつもりであるが,淋在の/d/をもつ6語の中,

外来語は hassard のみである。そして,浴在の/d/ど1烋字の d を合わせ

た18詔の中,外来語は biⅡard, hasard, karde の 3語のみである(黙字

のdの音粧U岬釈については後述する)。一方,顕在の/d/には 10rd の

nD:d]形と re1Φrd も含めることにするが,§2.6.の 37例中,本来語と

burde, byrd, byrde, hjord, hyrde,みなし得るものは 12語である

h記rde, indbyrdes, 1記rd, myrde, tm'den, verden, vorde (なオ6,

turde は本来語である)。

以上,/r/を[dental]としくの解釈であるが,-1d,-nd,一τd の黙字

のdを除き(後述),/d/の実現形を導く規則を最終的にまとめてみると

次のようになる:[8]:/d/([-cont,+voice,十dental])は音節頭で

は[d]([-cont,-voice,-aspir,十dentau)となる;音節末では,

母音直後では[6]([十Cont,十Voice,(-aspir),十dental]),子音後で

は,音級的本来語の/1, n, r/([十Sonor,十dentau &[十natlve])の

後ではゼロ,その他の場合は[明となる。

ところで,/r/オ6 よび/S/を〔dental]とするとしても,これは B給bφⅡ

がいうように"queer dentals"であって,いくつかの理由から真の den-
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talS とするのはためらわれる。次の表 1中の語は

これらの語の屈折形または派生形で/d/は n, n,

ゼロ,/r/が後統するときは[d]となっている

表1

holde (V.)

fylde (V.)

grund (n.)

ynde (n.)

Iand (n.)

Under (n.)

anden (pron.)

ind (adv.)

/1dl,1dn,1ds/

/d/=ゼロ

holdning (n.)

fyldnil〕g (n.)

grundⅡng (n.)

yn田ing (n.)

Iandlig (a.)

/1d/, md/をもつ。

S/が後続するときは

/1dr/

/d/=[d]

表 1の語形では,/S/は/1, n/と同じふるまいをするグループに入る。た

しかに, bedst, bidsk, fφdse1 などの/d/は/S/の前で同化してゼロ

となる(CP./d/=[6]: bedre, bide, fφde)。しかし,所有格語尾一S

VS/)の前では/d/←[6],[d])も/t/(=[d])も常にそのまま実現

される(cf. BTinlvLund (1975,妬8f.))。派生辞一skab [-1Sg記:b〕の

前でも同様である。その点で/S/は/1, n/とか前述の/t/(fφde~

fψdt, hvid~hvidt)などとは異るようである。

さて,/r/に戻るが,/1d, nd/に/r/が後続するとき/d/は[d]と

なる。これは/1, n/と/r/の調音点が異るためかもしれない。つまり,

/d/がハソとは調音点が異るため「異化」が起って/d/ー>[d]となるの

弐ldst (a.; superl.)

mindst (a.; supeτ1.)

UndTe (V.)

andre (pron.; PI.)

indre (a.; colnpar.)

二eldre (a.; compar.)

mindre (a.; compar.)

=セ'ロ

/dn



かもしれない。この現象は基本形の/1山ソでも同様で, aldrig, sldldre,

記ndre, vandre ιtc.でも常に[d]が現れる。(/r/が/d/に先行する

とき,つまり/-rdc-/ではこの限りではない。 Basbφ11 (1974)は/r/が

/d/の前にきても(=/rdc/),後にきて、(=/cdr/),/d/はゼロとな

るというが,それは正しくない。たとえば, nm'dlig (/no: Td+1V)では

/d/はゼロである。また,派生動詞 ordne, h記rdne 等の/d/=[d]は

Orden, h記rde 等の顕在の/d/([d])をもつ基木形から派生するもので

ある。)

以上のことから,九ソと/S/はやはり"queer dentals"で,/1, n, t,

d/のような真の dentalS ではないように思われるが,"queer dentals"

の調音点素性については一種の[dental]とするにとどめ,未解決のまま

残すことにする。

上述[釘の規則は/r/と/1, n/が同調音点の子吾と仮定してのもので

あったが,/r/が[d印tal]でないとすれぱ,/rd/の/d/の異音分布規

則は鞄.6.で示したように,[9]:長母音音素の後ではゼロ,さもなければ

(=短母音音素の後では)[d]ということになる。この母音音長の相異は

種々の派生形を扱うとき重要な事実であるので決して無視できないことで

はあるが,/d/の異音分布規則に関しては[釘を木論の結論とし,四]はそ

れを補う規則と考えることにする。

最後に,黙字の dの音剤リ昇釈であるが,-1d,-nd から検iH'することに

する。単.音節形では Stφd の生起を予測させるために一ld,-nd は/Ⅱ, nn/

または/1d, nd/の二子音迎結とすべきであるが(§2.2.),前者の/Ⅱ, nn/

という同一重子音とみる方が自然であろう。これは多音節形との関連での

解釈であるが,多音節形では・1d,-nd を/1d, nd/とすると具合が悪い

場合がある。先に表 1で示したように,/1d, nd//d/は/r/に後続され

るとき[d]となる。しかし,次の表Ⅱの一ldr・,-ndr・の d は発音され

ない ノ
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表Ⅱ

Id, nd

S1山lder (n.)

mylder (n.)

bulder (n.)

Skvalder (n.)

Smuld (n.)

Idlde (V.)

dunder (n.)

Idr, ndr

Skuldre (n.; PI.)

myldre (V.)

buldre (V.)

Skvaldre (V.)

Smuldre (V.)

kildre (V.)

dundre (V.)

Plyndre (V.)

S血dre (a.)

hundrede (n.)

Brink/Lund (1975,439)によれば,-1dr-,-ndr一の d は何かの屈折形

とか派生形とかと意識され得る場合には発音されず,そのように意識され

ないというか基本形そのものと意識されるときには[四となる傾向があ

るという。しかし,前述の比較級記ldre, mindre では屈折形にもかかわ

らず[d]が現れ, plyndre などは対応の'基本形'はもたないが,全体

としては彼らの言明は妥当と思われる。

さて,-1dr-,-ndr一で d が発音されないのは/d/が存在しないから

と解釈したい。つまり,表 1の d は/d/で,/r/が後続するときは[d]

となるのに対し,表Ⅱの d は/d/ではなく/11,nn/であるので,当然

[d]は現れないと老えたい。

以上,もう一度言いな邦すと,1d,nd 綴りの基本形のd力糾烋字の場合,

単音節形では Stφd 生起予測規則のために重子音川,nn/,複音節形で

は,先行母音が短いこと邦よび単音会お形の関連形(spild (n)/sbilv~

Spilde (V), bind (n)/binn/~binde (V)ιtc.)を老慮して,単一の

/1, n/ではなく重子音/11, nn/ど岬釈する。

Sφnder (a.)



これに対し,-1d (十Shwa)の黙字のdは先行母音が長いことを老慰し

て,音素的には単一のノr/と解釈する: bord=/bo:r/, g紅d=/g0江ソ,

ιtc.(§2.6.)。(なオ6, td に r が後続した場合の d=[d]は/d/と解釈

する: ordre=/コrdro/, nordre=/nordro/。)

3.3.むすび

以上,閉鎖音音素の実現形に関し検討'したが,この中で特にとり上げた

のは音節末の/dノである。音節末,特に語末で起りやすい音韻現象は

「弱化」(=「継続音イヒ」,さらには「母音化」),それとは逆方向の変化

といえる「無声化」,そして「同化」などであろうが,これらが全てノd/

に顕若忙現れてぃるように思われる。そのため/d/の異音分布規則が複

刻匙こなっているといえよう。本論では基本語形を中心Wこ扱ったため,これ

らの音韻現象が特に/d/に顕茗に現れたのだが,基本形と非基本形の問

の形態音韻変化では他の子音にも同じような傾向がみられるし,さら忙は

「音節境界移行」とか「異化」も平行してみられる。

閉鎖音に関して,本論で述べたことで全てが終ったわけではなく,忽ノ

の最終実現形,/gノと N/の表層での中和,序]ー>〔U]の場合の音韻解

釈,/d/以外の潜在子音など未だ検討していないことがある。しかし,こ

れらの事柄は本論の結論を覆すものではないので,形態音級変化を扱うと

きにとり上げることにする。
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